
またサッカーを通じて健全な心身の発育・発達を図る。

２ 名 称 第21回釧路市スポーツ振興財団理事長杯U-9サッカーフェスティバル

３ 主 催 (一財)釧路市スポーツ振興財団　釧路地区サッカー協会

第２１回釧路市スポーツ振興財団理事長杯U-9サッカーフェスティバル

開催要項

１ 目 的 日頃の練習成果を発揮し、試合を通してルールを習得するとともに
サッカーの楽しさを実感することを目指す。

６ 期 日 2025年9月13日(土)、14日(日)

７ 会 場 釧路市民附属陸上競技場

４ 主 管 釧路地区サッカー協会4種委員会

５ 後 援 釧路市教育委員会

９ 競 技 方 法 ① 8人制とする。

８ 参 加 資 格 ① 2025年度(公財)日本サッカー協会第4種・女子に加盟登録したチ
　 ーム及び選手。
② 選手エントリーはフリーとし、3年生以下の学年構成とする。
　 ただし女子単独チームに限り4年生の出場を認める。

 　1次ラウンド(リーグ戦)を行い各ブロックの2位までのチームが決
 　勝トーナメントに進む。 
　 決勝トーナメントに進めなかったチームはフェニックストーナメ
 　ントを行う。
② リーグ戦の順位は、勝点合計の多いチームを上位とする。
 　勝点は、（勝利３点、引分け１点、敗戦０点）とする。

③ 本大会参加選手は、スポーツ安全協会傷害保険もしくはこれに準
　 ずる傷害保険に加入していること。
④ 帯同審判を1名以上帯同できるチーム。
　 帯同できない場合は、不帯同審判料を本大会事務局に支払う。
　 不帯同審判料は1試合毎に1名につき3,000円とする。

１０ 競 技 規 則 ① 競技規則は、本年度(公財)日本サッカー協会制定の『サッカー競

　 ただし、勝点合計が同一の場合は次の各号の順序により決定する。 
　（１）当該チーム間の対戦成績　（２）得失点差　（３）総得点　
　（４）事務局で抽選

　 試合に棄権したチームは、当該試合の結果を0－5の負けとする。
③ 試合時間は20分(10分ハーフ・ハーフタイム3分)とする。
④ トーナメントで勝敗が決しない場合は、PK方式(3名)により次回

 　技規則』及び『8人制サッカー競技規 則』による。
② チーム構成は指導者4名、選手フリーとする。
③ ベンチ入りの人数は、交代要員8名以内、引率指導者2名以上4名
　 以内とする。その都度ただし1人の引率指導者のみが戦術的指示
　 を伝えることができる。

　 進出チームを決する。
　 ただし決勝戦は6分間(3分ハーフ)の延長戦を行い、それでも決し
　 ない場合はPK方式(3名)で決定する。
⑤ ゴールキックはペナルティエリア内の任意の場所からのキックと
　 する。



④ ベンチ入りするチーム指導者全員がJFA公認コーチ資格（D級以

　 連絡し承認を得ること。
　 また対象となる試合に提出するメンバー表に氏名を記載すること。
⑥ 登録選手全員が、主審の許可を得ずに、交代ゾーンを使用して自
　 由に交代することができる。交代して退いた競技者は、交代要員
　 となって再び出場できる。ゴールキーパーは事前に主審に通知し
　 た上で、試合の停止中に入れ替わることができる。

　 上）を有することとするが、メディカルトレーナーはライセンス
　 を保有しなくても良い。ただし戦術的な指示やコーチングを行う
 　ことはできない。
　 メディカルトレー ナー枠を行使する場合は、ビブス等を着用する
　 等自チームで準備し、大会関係者が把握できるようにすること。
⑤ メディカルトレーナー枠を行使する場合は、事前に大会事務局に

　 できる。
    1試合停止以降の処置については、本大会の規律委員会(4種委員会
　 事務局)で決定する。
⑨ 本大会期間中、警告を2回受けた者は、次の1試合に出場できない。
⑩ 1次ラウンドにおける警告1回は、順位決定戦に持ち越さない。
⑪ 試合球は4号球(公認球)とし、事務局で準備することを基本とする。

⑦ 参加チームは両日の第1試合のみメンバー表を提出する。
　 初日の第1試合に提出したメンバーが、本大会のエントリー選手
　 となる。
⑧ 本大会において退場させられた者は、次の1試合に出場できない。
 　そのチームの最終試合の場合は、次のエントリー大会に持ち越す。
　 ただし、該当チームは交代要員の中から競技者を補充することが

　 使用する。
⑮ 主審1名、補助審判1名で運営する。
⑯ 暑熱下において、前・後半中に飲水タイムを採用する。（採用に
　 ついては、大会本部で決定し、チーム・審判員へ伝える。）
⑰ 負傷した競技者の負傷程度を確かめるために入場を許される引率
　 指導者の数は2名以内とする。

⑫ スパイクは固定スタッドとし、レガースの着用を義務付ける。
⑬ ユニフォームは1着以上用意する。ユニフォームには必ず背番号を
　 つける。
　 対戦チームとユニフォームの色が重なった場合、ビブス対応も可
　 とする。また、ゴールキーパーのビブス対応も認める。
⑭ ピッチサイズは60ｍ×40ｍを基本とし、少年用サッカーゴールを

ルで送付する。

１３ 組 合 わ せ 8月19日(火)の監督会議にて抽選を行う。

１４ 開 会 式 行わない。

１１ 参 加 申 込 年度当初のエントリーに変更がある場合は、8月6日(水)までに4種総
務部長に連絡する。

１２ メンバー表 プログラム用メンバー表は、8月20日(水)までに4種総務部長へメー

１５ 閉 会 式 決勝トーナメントの決勝戦終了後に行い、第3位までを表彰する。
決勝トーナメントで準決勝まで残ったチームの選手・監督が全員参
加することを基本とする。



② 複数チームの参加を認める。ただし1チームにつき1名の帯同

 　審判を確保すること。

③ 合同チームの参加を認める。

④ 決勝トーナメントベスト4チーム(管外チームを除く)は次年度の

    全道U-10北北海道大会釧路地区予選にてシードとする。

１６ そ の 他 ① 本大会の参加料は、1チーム3,000円とする。


